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 はじめに ～なぜ中国航空業界か 
 
 我々が中国航空業界に注目する視点は、以下の２つである。 

【視点１ 巨大なマーケット】 

 中国では、その巨大な人口に裏打ちされた安価な労働力や潜在的マーケットを狙い、外資

の流入が続いている。マクロ経済の発展に伴って、中国国民も急速に豊かになっている。こ

れは物流の量・質（速度等）両面での需要の高まりをもたらし、鉄道・道路網、そして空路

の整備を促している。一方、経済成長は「先富論1」をベースに「富める省」は「貧しい省」

を置き去りにしたまま発展するため、東西格差は著しい。この是正を第十次五カ年計画で謳

っているが、その一環として空路（空港）を含む交通網の西側における重点整備が盛り込ま

れている。 

 日本国土の 26 倍という広大な面積をカバーするような交通インフラとして、「点」（拠点

都市）の全てを「線」（鉄道・道路）で結ぶには巨額な投資が必要となるのに対し、「線」が

必要ない航空網の場合は、相対的に安価で整備できる可能性がある。 

 つい最近まで、中国ではエアライン・路線ともに乱立していたが、体力あるエアラインに

より、路線を含めたアライアンスが行われている。エアラインは全て国家：CAAC（中国民

用航空総局）に属する運営会社であったが、分割民営化が実施され、地域別エアラインとし

て６つにグルーピングされると共に、各グループ内で路線・機材の集約化（重複路線の整理、

老朽機材のスクラップ等）が急ピッチで行われている。 

 これら機材集約に伴う代替需要や経済成長を背景とした航空需要の高まりで、今後年率

８％の航空旅客需要増が見込まれており、中国は機材需要が世界一伸びていく国になる。国

内に航空機の製造能力が無ければ欧米メーカーから購入するしかないが、中国人はそれを何

とか回避しようとしている。 

 

【視点２ 中国の航空機製造技術】 

それでは、中国に航空機製造技術はあるのか。1949年に中華人民共和国が誕生した頃は航

空機の製造産業はほぼ皆無といって良い状態だったが、その後、旧ソ連の軍用機の下請け生

産、ライセンス生産を通じて製造技術の基礎を獲得し、国産機の開発2、そして現在では米国

                                                  
1 鄧小平が南巡講話（1992年）にて唱えた改革開放路線における一つの主張。「富める人が先に富み、それを見な
がら富めない人は自分で努力する」という考え方。 
2 1960～80年代にかけて運７(英語名Y7)や運 10（同Y10）という国産機の開発を一部成功させた。ただしビジネ
スとしては不完全な技術による製品との理由で失敗した。第４章を参照のこと。 
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民間機の下請け生産を受注するに至った。下請け生産を取る見返りとして当該機材を購入す

るという構図は一般的であり、米国ボーイング社の機材が中国では圧倒的なシェアを持って

いる。  

近年の彼らの技術力を評価するに、ジェットエンジンやアビオニクスの技術は皆無だが、

機体開発及びアセンブリー力は十分に獲得したと言って良い。現在、蓄積技術の集大成とし

て ARJ21 という国産リージョナルジェット機の開発計画に国の威信をかけて取り組んでい

る。エンジンはＧＥ社、アビオニクスも欧米企業が提供するものの、機体開発及びアセンブ

リーは純国産でやろうというものである。 

日本の航空機産業は、この ARJ21 プロジェクトを通じて間接的ではあるが初めて中国に

進出する。即ちジェットエンジンメーカーの国内最大手である石川島播磨重工業（ＩＨＩ）

と川崎重工業（ＫＨＩ）が、(財)日本航空機エンジン協会（ＪＡＥＣ）を取り纏め主体とし

て ARJ21 に搭載されるエンジンの開発をＧＥと共同で行う。この意味で、今後中国の航空

機産業は日本の航空機産業にとっても目が離せない存在となる。 

 本レポートは以上の視点に基づき中国航空業界の概略をまとめたものである。平成 15年 9

月には JAEC、IHI、GE 社の方々と共に中国を訪問し、ARJ21 計画を含む中国の航空事情

について現地関係者にヒヤリングする機会を得た。本レポートはそこで得られた知見にも多

くを負うている。中国に関する出版物は氾濫しているものの、航空産業に焦点を当てたもの

は殆ど存在しない。同国を今までとは異なる側面から眺める資料となれば幸いである。 

 尚、本レポート作成には航空業界関係の方々、特に JAECの平塚真二氏、IHIの井上浩一

氏に多大なるご協力を頂いた。この場を借りて感謝の意を表したい。 

 またヒヤリングやパンフレット、統計等を総合して作成したものの、中国航空業界の全体

についてその実態を正確に把握するには情報の制約がある。そのため専門家から見れば事実

と異なる等のご指摘があると思われる。本行としてはそれらのご指摘を踏まえて、中国航空

業界をより正しく把握できるよう努力を続けて参りたい。 

平成 16年 9月 

日本政策投資銀行 

産業・技術部 
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